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回次 年 優勝校 得点 準優勝校 記事

9 １９２６（昭和元年） 御影師範（兵山陰） １－０ 広島一中（中国）

10 １９２８（昭和３年） 平壌崇実（朝鮮） ６－１ 広島一中（中国）
１４－０ 富山師範（北陸）
５－０ 都島工（阪和）
（８チーム参加）

12 １９３０（昭和５年） 神戸一中（兵山陰） ３－０ 広島師範（中国）
５－０ 富山師範（北陸）
３－２ 東京付属中（関東）
（９チーム参加）

13 １９３１（昭和６年） 御影師範（兵山陰） ３－２ 広島一中（中四国）
４－２ 京都師範（京滋奈）
１－０ 堺中（阪和）
（９チーム参加）

18 １９３６(昭和１１年） 広島一中（中国） ５－３ 韮崎中（山神静）

１２－２ 富山師範（北陸）
５－０ 函館師範（北海道）
４－０ 海星中（北九州）
（１４チーム参加）

21 １９３９（昭和１４年） 広島一中（中国） ３－０ 聖峰中（近畿）

５－０ 富山師範（北陸）
７－０ 台北一中（台湾）
３－１ 札幌師範（北海道）
（１６チーム参加）

26 １９４７（昭和２２年）
広島高等師範付属中
（中国第一）

７－１ 尼崎中（兵庫）

５－０ 都立五中（東京）
４－０ 小田原中（南関東）
５－０ 甲府中（中部）
（１６チーム参加）

27 １９４９（昭和２４年）
鯉城（旧広島一中）
現、国泰寺高校（中国
第一）

２－０ 上野北（東海）

棄権 函館商（北海道）
２－０ 大泉（東京）
２－１ 池田（阪和）
（１６チーム参加）

31 １９５３（昭和２８年） 修道（西中国）
２－１
（延長）

韮崎（中部）

３－１ 浦和西（南関東）
２－１ 秋田商（東北）（延長）
２－１ 上野（三岐）
（１６チーム参加）

32 １９５４（昭和２９年）
東千田（旧広島高等
師範付属中）（西中
国）

１－１
（延長）

岸和田（大阪）

６－０ 美唄工（北海道）
３－０ 桐蔭（近畿）
５－１ 宇都宮工（北関東）
決勝：延長１時間５０分の末、引
き分けとなった。（両校優勝）
（１６チーム参加）

37 １９５９（昭和３４年） 山城（京都） ２－１ 広島大付属（旧東千田）

３－０ 美唄工（北北海道）
２－１ 富山中部（北陸）
２－０ 島原商（北九州）
２－１ 明星（大阪）
（２６チーム参加）

40 １９６２（昭和３７年） 修道（広島） ２－０ 山城（京滋）

５－０ 湘南（神奈川）
４－２ 勝山（東中国）
３－１ 明星（大阪）
４－２ 宮城工（東北）
（３２チーム参加）

広島県チームの全国高等学校サッカー選手権決勝大会記録
※大会名の変遷

第１～第８回までは「日本フットボール大会」、第９回～第２６回までは「全国中等学校サッカー大会」、
第２７回以降は「全国高等学校サッカー選手権大会」

１９４８（昭和２３年４月１日から６．３．３制となり、それまでの中等学校が高等学校となった。



46 １９６８（昭和４３年） 山陽（中国）
０－０
（延長）

洛北（関西）

３－２ 甲賀（延長）（関西）
２－１ 浦和南（延長）（国体①）
１－０ 習志野（関東）
決勝：延長２回、１２０分の試合
を０－０で引き分けとなった。
（両校優勝）
（１６チーム参加）

47 １９６９（昭和４４年） 初芝（関西） １－０ 山陽（中国）

３－０ 五戸（東北）
４－１ 習志野（総体②）
４－０ 遠野（国体②）
（１６チーム参加）

87 ２００９（平成２１年） 皆実（広島） ３－２ 鹿児島城西（鹿児島）

０－０（PK５－４） 帝京（東京
Ａ）
２－１ 徳島商（徳島）
１－０ 作陽（岡山）
２－０ 四日市中央工（三重）
１－０ 鹿島学園（茨城）
４８チーム（東京Ａ、Ｂ）参加
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① 広島県高体連２０年の歩み
４０年の歩み 広島県高等学校体育連盟
６０年の歩み

第４５回大会から開催方式が変更となり、高校総体の１、２位、国体のベスト４、各地区の推薦チームが参加

・昭和４９年からＰＫ戦方式を採用
・昭和５２年から、６０年間にわたり関西開催地を東京国立競技場をメーンに開催
・昭和５９年から各都道府県（東京２校参加）毎に参加


